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使用変更許可に伴い保安規定へ規定すべき事項の確認表 
令和 3 年 10月 15 日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

人形峠環境技術センター 

保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

①濃縮工学施設においてウラン濃縮

試験が終了した。 

 

②濃縮工学施設における設備・機器

の解体・撤去作業の進展に伴い，当

該設備・機器等の保管場所を変更

する。 

 

③放射性廃棄物の低減化を図るた

め，放射性廃棄物でない廃棄物の

管理に必要な事項を追加する。 

関係法令及び保安規定の遵守のための体制（使用規則第２条の12第１項第１号） 

（関係法令及び保安規定の遵守のための体制（経営責任者の関与を含む。）に関す

ることを定めるとともに，これを遵守することを明記している。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている関係法令及び保安規定の遵守のための体制に影

響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている関係法令及び保安規定の遵守のための体制に影響を及ぼすもの

ではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている関係法令及び保安規定の遵守のための体制に影響を及ぼすものでは

ない。 

 

第３条（規定の遵守）：変更なし 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 

 品質マネジメントシステム（使用規則第２条の12第１項第２号） 

（核燃料物質の使用の許可を受けた品質管理計画に基づき，かつ，品質管理基準

規則及び品質管理基準規則の解釈等を踏まえて，品質マネジメントシステムを

定められるとともに，品質マネジメントシステムの文書体系等において保安に

関する文書の位置付けを明確にしている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている品質マネジメントシステムに影響を及ぼすもの

ではない。 

保安上の措置（臨界管理）を記載している二次文書を保安規定の改正施行にあ

わせて改訂する。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている品質マネジメントシステムに影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている品質マネジメントシステムに影響を及ぼすものではない。 

放射性廃棄物でない廃棄物の管理に必要な保安上の措置を記載する二次文書

を整備して保安規定の改正施行にあわせて運用する。 

 

第１条の２（基本方針）：変更なし 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 
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保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 使用施設の操作を行う者の職務及び組織（使用規則第２条の12第１項第３号） 

（使用施設等に係る保安のために講ずべき措置に必要な組織及び各職位の職務

内容を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験を担当する職位は，第５条第１項第12号に定める廃止措置推進

課長であり，担当職務のうち核燃料物質等の使用に係る業務の一環で実施して

きた。ウラン濃縮試験以外における核燃料物質等の使用に係る業務を継続する

必要があるため，既に定めている使用施設の操作を行う者の職務及び組織に影

響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている使用施設の操作を行う者の職務及び組織に影響を及ぼすもので

はない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理を担当する職位を第５条第１項第11号に定

める施設管理課長とするため，担当職位の職務に当該業務を追加する。 

 

第４条（組織）：変更なし 

第５条（職務）：③変更有，①及び②変更なし 

第６条（代理者の指定）：変更なし 

第７条（核燃料取扱主務者の選任）：変更なし 

第８条（核燃料取扱主務者の職務）：変更なし 

第９条（意見等の尊重）：変更なし 

第１０条（中央安全審査・品質保証委員会）：変更なし 

第１０条の２（安全審査委員会）：変更なし 

第１１条（業務品質保証推進委員会）：変更なし 

第１１条の２（独立検査委員会）：変更なし 

第１１条の３（事業者検査の独立性の確保等）：変更なし 

第１２条（品質マネジメント計画)：変更なし 

 

 保安教育（使用規則第２条の12第１項第４号） 

（使用施設等の管理を行う者（役務を供給する事業者に属する者を含む。）に関す

る保安教育実施方針を定めるとともに，保安教育の計画，実施，教育内容の見

直し等に関することを明確にしている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている保安教育に影響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている保安教育に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている保安教育に影響を及ぼすものではない。 

 

第１２条（品質マネジメント計画)：変更なし 

第２１条（教育・訓練）：変更なし 

第２２条（保安訓練）：変更なし 
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保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 使用施設等の操作（使用規則第２条の12第１項第５号） 

（核燃料物質の使用等に必要な従業員の確保，使用施設等の管理に係る組織内規

程類の作成，核燃料物質の臨界管理，異状があった場合の措置（地震，火災等

の発生時に講ずべき措置）等について定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

る。その他，使用施設等の操作に関する事項に影響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている使用施設等の操作に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている使用施設等の操作に影響を及ぼすものではない。 

第１２条（品質マネジメント計画)：変更なし 

第２３条（要員の確保）：変更なし 

第２４条（使用等の計画）：変更なし 

第２５条（使用等の報告）：変更なし 

第２６条（核燃料物質の管理）：変更なし 

第２７条（臨界管理）：①変更有，②及び③変更なし 

第４表 臨界管理に係る核的制限値：①変更有，②及び③変更

なし 

第２８条（過充てん防止）：変更なし 

第３０条（給排気設備の管理）：変更なし 

第３１条（異常時の措置）：変更なし 

第５７条（核燃料物質の取扱い）：変更なし 

第６３条の３（自衛消防活動）：変更なし 

第６４条（非常事態の組織）：変更なし 

第６５条（非常事態の事前措置）：変更なし 

第６６条（非常事態の通報）：変更なし 

第６６条の２（地震，火災等の発生時における措置）：変更なし 

第６７条（応急措置）：変更なし 

第６８条（非常事態の発令）：変更なし 

第６９条（非常事態における活動）：変更なし 

第７０条（非常事態の解除）：変更なし 

 



4／10 

保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 管理区域及び周辺監視区域の設定等（使用規則第２条の12第１項第６号） 

（管理区域の管理（設定，措置，立入制限，特別措置が必要な区域の基準と講ず

べき措置，出入管理等），周辺監視区域の管理，管理区域から物品又は核燃料物

質等の搬出及び運搬をする際に講ずべき事項，役務を供給する事業者に対して

遵守させる放射線防護上の必要な事項等を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている管理区域及び周辺監視区域の設定等に影響を及

ぼすものではない。 

 

②許可を受けた濃縮工学施設における「使用を終了し維持管理中の設備・機器の

保管場所」及び「解体撤去しドラム缶等に収納した機器類の保管場所」と整合

を図るため，当該保管場所を示した図面を変更する。その他，既に定めている

管理区域及び周辺監視区域の設定等に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている管理区域及び周辺監視区域の設定等に影響を及ぼすものではない。 

第３条（規定の遵守）：変更なし 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 

第３２条（管理区域）：変更なし 

第５－４図 濃縮工学施設主棟管理区域（１階）：②変更有，

①及び③変更なし 

第５－５図 濃縮工学施設主棟管理区域（２階）：②変更有，

①及び③変更なし 

第５－６図 濃縮工学施設第１ウラン貯蔵庫管理区域：②変

更有，①及び③変更なし 

第５－７図 濃縮工学施設第２ウラン貯蔵庫管理区域：②変

更有，①及び③変更なし 

第３３条（一時管理区域）：変更なし 

第３４条（立入制限区域）：変更なし 

第３５条（飲食・喫煙の禁止）：変更なし 

第３６条（周辺監視区域）：変更なし 

第３８条（管理区域の出入管理）：変更なし 

第３９条（物品の持出制限）：変更なし 

第４２条（従業員等以外の者に対する放射線防護）：変更なし 

第４８条の６（巡視）：変更なし 

第５３条（周辺監視区域内の運搬）：変更なし 

第５４条（施設敷地内における運搬）：変更なし 

第５５条（センター外への運搬）：変更なし 

第５６条（管理区域内における保管・管理）：変更なし 

 

 排気監視設備及び排水監視設備（使用規則第２条の12第１項第７号） 

（放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の放出物質濃度の測定等の放出管理

に係る設備の設置及び機能の維持の方法並びにその使用方法を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている排気監視設備及び排水監視設備に影響を及ぼす

ものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている排気監視設備及び排水監視設備に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている排気監視設備及び排水監視設備に影響を及ぼすものではない。 

 

第４６条（放射線測定器等の管理）：変更なし 

第５８条（放射性気体廃棄物の管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第６０条（放射性液体廃棄物の管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 
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保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 線量，線量当量，汚染の除去等（使用規則第２条の12第１項第８号） 

（ALARAの精神に基づいた放射線業務従事者の線量管理（個人線量計の管理の方

法を含む。），床や壁等の除染を実施すべき表面汚染密度の基準，管理区域及び

周辺監視区域境界付近における線量当量率等の測定，物品又は核燃料物質等を

移動する際に講ずべき事項，核燃料物質等の工場又は事業所の外への運搬に関

する行為，放射能濃度確認対象物に関する事項等を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている線量，線量当量，汚染の除去等に影響を及ぼす

ものではない。 

 

②許可を受けた濃縮工学施設における「使用を終了し維持管理中の設備・機器の

保管場所」及び「解体撤去しドラム缶等に収納した機器類の保管場所」と整合

を図るため，当該保管場所を示した図面を変更する。その他，既に定めている

線量，線量当量，汚染の除去等に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物の低減化を図ることに伴い，放射性廃棄物でない廃棄物の管理に

関する事項を追加する。その他，線量，線量当量，汚染の除去等に影響を及ぼ

すものではない。 

 

第１条の２（基本方針）：変更なし 

第３２条（管理区域）：変更なし 

第５－４図 濃縮工学施設主棟管理区域（１階）：②変更有，

①及び③変更なし 

第５－５図 濃縮工学施設主棟管理区域（２階）：②変更有，

①及び③変更なし 

第５－６図 濃縮工学施設第１ウラン貯蔵庫管理区域：②変

更有，①及び③変更なし 

第５－７図 濃縮工学施設第２ウラン貯蔵庫管理区域：②変

更有，①及び③変更なし 

第３４条（立入制限区域）：変更なし 

第３７条（管理上の人の区分及び放射線業務従事者の指定，解除

等）：変更なし 

第４０条（作業に伴う放射線管理）：変更なし 

第４３条（線量当量率等の測定等（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第４４条（床・壁等の除染）：変更なし 

第４５条（線量の評価等（測定器等の使用方法を含む。））：変更

なし 

第４６条（放射線測定器等の管理）：変更なし 

第４８条の６（巡視）：変更なし 

第５４条の２（管理区域内における運搬）：変更なし 

第５５条（センター外への運搬）：変更なし 

第５６条（管理区域内における保管・管理）：変更なし 

第５９条（廃棄物の仕掛品の管理）：変更なし 

第６０条（放射性液体廃棄物の管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第６１条（放射性固体廃棄物の管理）：変更なし 

第６３条の２（放射能濃度確認対象物の管理）：変更なし 

第６３条の３（放射性廃棄物でない廃棄物の管理）：③新規追加 
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保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 放射線測定器の管理及び放射線の測定の方法（使用規則第２条の12第１項第９

号） 

（放射線測定器の種類，所管箇所，数量及び機能の維持の方法並びにその使用方

法を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている放射線測定器の管理及び放射線の測定の方法に

影響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている放射線測定器の管理及び放射線の測定の方法に影響を及ぼすも

のではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている放射線測定器の管理及び放射線の測定の方法に影響を及ぼすもので

はない。 

 

第４１条（緊急作業上の被ばく管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第４３条（線量当量率等の測定等（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第４３条の２（環境放射線モニタリング（測定器等の使用方法を

含む。））：変更なし 

第４５条（線量の評価等（測定器等の使用方法を含む。））：変更

なし 

第４６条（放射線測定器等の管理）：変更なし 

第５８条（放射性気体廃棄物の管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第６０条（放射性液体廃棄物の管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

 核燃料物質の受払い，運搬，貯蔵等（使用規則第２条の12第１項第10号） 

（核燃料物質の運搬及び貯蔵において臨界に達しないようにする措置，核燃料物

質等の工場又は事業所の外への運搬に関する行為等を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

る。その他，核燃料物質の受払い，運搬，貯蔵等に関する事項に影響を及ぼす

ものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている核燃料物質の受払い，運搬，貯蔵等に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている核燃料物質の受払い，運搬，貯蔵等に影響を及ぼすものではない。 

第２４条（使用等の計画）：変更なし 

第２５条（使用等の報告）：変更なし 

第２６条（核燃料物質の管理）：変更なし 

第２７条（臨界管理）：①変更有，②及び③変更なし 

第４表 臨界管理に係る核的制限値：①変更有，②及び③変更

なし 

第２８条（過充てん防止）：変更なし 

第２９条（空シリンダの管理）：変更なし 

第５２条（センター外からの搬入）：変更なし 

第５３条（周辺監視区域内の運搬）：変更なし 

第５４条（施設敷地内における運搬）：変更なし 

第５４条の２（管理区域内における運搬）：変更なし 

第５５条（センター外への運搬）：変更なし 

第５７条（核燃料物質の取扱い）：変更なし 

第５７条の２（貯蔵上の遵守事項）：変更なし 

第４表 臨界管理に係る核的制限値：①変更有，②及び③変更

なし 
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保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 放射性廃棄物の廃棄（使用規則第２条の12第１項第11号） 

（放射性固体廃棄物の保管廃棄に係る管理及び運搬に関する事項，放射性液体廃

棄物及び放射性気体廃棄物の放出管理（放出物質濃度の測定項目及び頻度並び

に基準値），平常時の環境放射線モニタリングの実施体制，ALARAの精神に基づ

いた排気及び排水の管理の実施等を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている放射性廃棄物の廃棄に影響を及ぼすものではな

い。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている放射性廃棄物の廃棄に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている放射性廃棄物の廃棄に影響を及ぼすものではない。 

 

第５条（職務）：変更なし 

第４３条の２（環境放射線モニタリング（測定器等の使用方法を

含む。））：変更なし 

第５５条（センター外への運搬）：変更なし 

第５８条（放射性気体廃棄物の管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第５９条（廃棄物の仕掛品の管理）：変更なし 

第６０条（放射性液体廃棄物の管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第６１条（放射性固体廃棄物の管理）：変更なし 

第６２条（放射性廃棄物の焼却処理）：変更なし 

第６３条（放射性廃棄物の運搬）：変更なし 

 

 非常の場合に講ずべき処置（使用規則第２条の12第１項第12号） 

（緊急時に実施すべき事項（事前措置，関係機関への通報（工場等内の見学者等

に対する避難指示等を含む。），緊急時体制の発令，応急措置，緊急時における

活動，緊急時体制の解除等），緊急作業に従事させる要員の選定並びに従事期間

中の線量管理及び健康診断の受診，緊急事態発生後は原子力事業者防災業務計

画に基づく措置の実施，防災訓練の実施頻度等を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている非常の場合に講ずべき処置に影響を及ぼすもの

ではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている非常の場合に講ずべき処置に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている非常の場合に講ずべき処置に影響を及ぼすものではない。 

 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 

第２１条（教育・訓練）：変更なし 

第２２条（保安訓練）：変更なし 

第４１条（緊急作業上の被ばく管理（測定器等の使用方法を含

む。））：変更なし 

第４５条（線量の評価等（測定器等の使用方法を含む。））：変更

なし 

第６４条（非常事態の組織）：変更なし 

第６５条（非常事態の事前措置）：変更なし 

第６６条（非常事態の通報）：変更なし 

第６６条の２（地震，火災等の発生時における措置）：変更なし 

第６７条（応急措置）：変更なし 

第６８条（非常事態の発令）：変更なし 

第６９条（非常事態における活動）：変更なし 

第７０条（非常事態の解除）：変更なし 

第７０条の２（原子力災害対策特別措置法に基づく措置）：変更

なし 
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保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 設計想定事象等に係る使用施設等の保全に関する措置（使用規則第２条の12第１

項第13号） 

（許可を受けたところによる基本設計ないし基本的設計方針に則した対策が機

能するよう，想定する事象（火災及び多量の放射性物質等を放出する事故）に

応じて，使用施設等の必要な機能を維持するための活動（消火又は延焼の防止

その他消防隊が火災の現場に到着するまでに行う活動，拡大を防止するために

必要な措置，教育及び訓練，必要な資機材の整備等）に関する事項を定めてい

る。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている設計想定事象等に係る使用施設等の保全に関す

る措置に影響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている設計想定事象等に係る使用施設等の保全に関する措置に影響を

及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている設計想定事象等に係る使用施設等の保全に関する措置に影響を及ぼ

すものではない。 

 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 

第２１条（教育・訓練）：変更なし 

第２２条（保安訓練）：変更なし 

第３１条（異常時の措置）：変更なし 

第６３条の３（自衛消防活動）：変更なし 

第６４条（非常事態の組織）：変更なし 

第６５条（非常事態の事前措置）：変更なし 

第６６条（非常事態の通報）：変更なし 

第６６条の２（地震，火災等の発生時における措置）：変更なし 

 記録及び報告（使用規則第２条の12第１項第14号） 

（使用施設等に係る保安記録の適正な作成及び管理，使用規則第２条の11に定め

る記録の管理，工場又は事業所の長及び保安の監督に関する責任者に報告すべ

き事項，使用規則第６条の10各号に掲げる事故故障等の事象及びこれらに準ず

るものが発生した場合の経営責任者への報告等を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている記録及び報告に影響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている記録及び報告に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている記録及び報告に影響を及ぼすものではない。 

 

第７１条（記録）：変更なし 

第７２条（記録の確認）：変更なし 

第７３条（報告）：変更なし 



9／10 

保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 使用施設等の施設管理（使用規則第２条の12第１項第15号） 

（施設管理方針，施設管理目標及び施設管理実施計画の策定並びにこれらの評価

及び改善について，「原子力事業者等における使用前事業者検査，定期事業者検

査，保安のための措置等に係る運用ガイド」を参考に定めるとともに，使用前

検査の実施に関すること等を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている使用施設等の施設管理に影響を及ぼすものでは

ない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている使用施設等の施設管理に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている使用施設等の施設管理に影響を及ぼすものではない。 

 

第１条の２（基本方針）：変更なし 

第５条（職務）：変更なし 

第１１条の２（独立検査委員会）：変更なし 

第１１条の３（事業者検査の独立性の確保等）：変更なし 

第４６条（放射線測定器等の管理）：変更なし 

第４８条（施設管理方針及び施設管理目標の策定）：変更なし 

第４８条の２（施設管理の重要度が高い系統に対する定量的な

目標の策定）：変更なし 

第４８条の３（施設管理実施計画等の策定）：変更なし 

第４８条の４（保全活動の実施）：変更なし 

第４８条の５（保全活動の有効性評価及び改善）：変更なし 

第４８条の６（巡視）：変更なし 

第４９条（施設管理に関する定期的な検査の計画）：変更なし 

第４９条の２（施設管理に関する定期的な検査の要領）：変更な

し 

第４９条の３（施設管理に関する定期的な検査の実施及び報告

等）：変更なし 

第５０条（保修及び改造の実施）：変更なし 

第５１条（保修及び改造作業実施後の措置）：変更なし 

第５１条の２（使用前検査の計画）：変更なし 

第５１条の３（使用前検査の要領）：変更なし 

第５１条の４（使用前検査の実施及び報告等）：変更なし 

 

 技術情報の共有（使用規則第２条の12第１項第16号） 

（保守点検を行った事業者から得られた保安に関する技術情報を他の使用者等

と共有し，自らの使用施設等の保安を向上させるための措置を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている技術情報の共有に影響を及ぼすものではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている技術情報の共有に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている技術情報の共有に影響を及ぼすものではない。 

 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 
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保安規定の変更の背景 

（令和3年9月27日申請） 

確認の観点及び妥当性 

（保安規定に規定すべき事項） 

保安規定の該当箇所 

（保安規定の反映状況） 

（前頁の続き） 不適合発生時の情報の公開（使用規則第２条の12第１項第17号） 

（不適合の内容に応じた情報の公開（自らが管理するウェブサイトへの登録等に

必要な事項を含む。）を定めている。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めている不適合発生時の情報の公開に影響を及ぼすもの

ではない。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めている不適合発生時の情報の公開に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めている不適合発生時の情報の公開に影響を及ぼすものではない。 

 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 

 その他必要な事項（使用規則第２条の12第１項第18号） 

（日常のQMSに係る活動の結果を踏まえ，必要に応じ，使用施設等に係る保安に関

し必要な事項を定めるとともに，保安規定を定める「目的」が，核燃料物質又

は核燃料物質によって汚染された物による災害の防止を図るものであること

を明記している。） 

 

①ウラン濃縮試験の終了に伴い当該試験に関する保安上の措置（臨界管理）を削

るものであり，既に定めているその他必要な事項に影響を及ぼすものではな

い。 

 

②解体・撤去作業の進展に伴い設備・機器等の保管場所を見直すものであり，既

に定めているその他必要な事項に影響を及ぼすものではない。 

 

③放射性廃棄物でない廃棄物の管理に関する事項を追加するものであり，既に定

めているその他必要な事項に影響を及ぼすものではない。 

 

第１条（目的）：変更なし 

第２条（適用範囲）：変更なし 

第１２条（品質マネジメント計画）：変更なし 

第４７条（防護具の整備等）：変更なし 

 

 


